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善
導

『観
念
法
門
』

の
位
置
づ
け

成

瀬

隆

純

一

浄
土
宗

の
三
祖
良
忠
が
先
師

の
口
伝
と
し
て
『法
事
讃
私
記
』
中
に
、

善
導

の
五
部
九
巻

の
成
立
順
序
に
つ
き

「上
来
試
論
二五
部
前
後

一」
と

述

べ
て
よ
り
、
こ
の
順
位
が
是
認
さ
れ
本
書

の
撰
述
は
第
三
番
目
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
最
初

の
成
立
と
さ
れ
た

『観
経
疏
』

と
本
書

の
間

に
生
じ
る
教
理
上
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
「衆
機
誘
引
」

「従
仮
入
真
」
と
い
う
ご
と
き
無
理
な
会
通
を
も

つ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。

近
年
に

い
た
り
自
由
な
立
場
か
ら
の
善
導
教
学

の
研
究
が
盛
ん
と
な

り
、
著
作
順
位

の
想
定
も
種

々
試
み
ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
良
忠
説

は
逆
転
さ

れ
、
『観
経
疏
』
を
も
つ
て
善
導
最
後
の
著
作
と
み
な
す
学

説
が
有
力
視

さ
れ
る
に
い
た

つ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
先
学

の
研
究
を
参

考
に

『観
念
法
門
』
中
の
問
題
点
に

つ
き
、
別
の
視
点
か
ら
の
考
察
を

試
み
た
い
。

二

本
書
を
客
観
的
に
み
る
と
き
二
つ
の
問
題
点
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
ず
第

一
点
は
、
本
書
は
階

・
唐
時
代

の
諸
経
録
が
欠
本
と

判
定
し
た
、
い
わ
ば
天
下
の
孤
経
と
も
い
う
べ
き

一
巻
本

『般
舟
三
昧

経
』
を
長
文
に
わ
た
つ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
点
と
し
て
、
道

綽

・
善
導
と
同
時
代

の
浄
土
教
家
、
弘
法
寺
釈
迦
才

の

『浄
土
論
』
と

念
仏
行
者

の
実
践
法
が
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

は
じ
め
に

一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と

と
し
た
い
。

本
経
は
現
在

の

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
三
巻
本
と
前
後
し
て
採
録

さ
れ
て
、
い
か
に
も
古
来
よ
り
浄
土
教
研
究
者
に
依
用
さ
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
の
認
識
が
も
た
れ
て
い
る
。
し
か
し

『法
経
録
』
『大

周
録
』
『静
泰
録
』
『開
元
録
』
と
い
っ
た
階

・
唐
代
の
諸
経
録
は
、

い

ず
れ
も
本
経
を
欠
本
と
認
定
し
て
そ
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
中
国
本
土
で
開
版
さ
れ
た
現
存
の
い
ず
れ
の
大
蔵
経
に
も
入
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蔵
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
は

『大
正
蔵
』
は
ど
の
よ
う
な
経
綽

か
ら
こ
の
経
を
採
録
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は

『大
正

蔵
』
が
底
本
と
し
た

『高
麗
版
大
蔵
経
』
に
本
経
が
入
蔵

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
一
巻
本

『般

舟
三
昧
経
』
と

『高
麗
蔵
』
と
の
関
係
に
つ
き
追
求
す
る
こ
と
と
す
る
。

良
忠
の

『観
念
法
門
私
記
』
に
は

一
巻
本
の
伝
来
に
関
し
て
次
の
ご

と
き
貴
重

な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

此

一
巻
経

既
欠
本

也
。
然
仁
和
寺

二
品
親

王
長
治

二
年
配
五
月
中
旬

、
従
二
太

宰

差

二
専
使

一、
被

レ請

二
釈
論
疏
紗
於
高
麗

一。
高

麗
義

天
和
尚
疏

紗
送
進
之

時
、
同
献

二
一
巻
般
舟
経

一。

こ
の
記
事

か
ら
本
経
は
長
治
二
年

(
一
一
〇
五
)
に
仁
和
寺

二
品
親

王
覚
行
に
よ

っ
て
、
わ
が
国

へ
将
来
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か

も
、
幸
い
な

こ
と
に
こ
れ
と
ま

っ
た
く
符
合
す
る
記
事
が
名
古
屋
真
福

寺
に
秘
蔵
さ
れ
る
、
契
丹
僧
志
福
撰
の

『釈
摩
詞
術
論
通
玄
紗
』
巻
四

に
付
さ
れ
た
識
語
に
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

寿
昌
五
年
肥歳
高
麗
国
大
興
王
寺
奉

宣
離
造

正
二
位
行
権
中
納
言
兼
太
宰

師
藤
原
朝
臣
季
仲
、
依
二仁
和
寺
禅
定
二
品
親
王

仰
一、
遣
二使
高
麗
国
一請

　
　
　

来

、
即
長
治

二
年
配
五
月
中
旬
、
従

二
太
宰

一差

二
専
使

一奉

レ請

レ之
。

こ
れ
に
よ
る
と

『通
玄
紗
』

の
離
造
は
寿
昌
五
年

(
一
〇
九
九
)
で

あ
り
、
有
名

な
義
天
の

『高
麗
続
蔵
経
』
の
開
版
に
際
し
入
蔵
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ま
問
題
と
す
る

一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』
が
こ

の

『通
玄
紗

』
と
同
時
に
、
わ
が
国

へ
献
上
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

本
経
も
義
天
が
諸
国

へ
未
伝

の
経
典
論
書
を
探
索

し
た
折
に
、
い
ず
こ

よ
り
か
将
来
さ
れ
て
稀
襯
本
と
し
て
開
版
さ
れ
、
わ
ぎ
わ
ざ
わ
が
国

へ

も
た
ら
さ
れ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
守
其

が
撰
し
た

『高
麗
国
新
離
大
蔵
校
正
別
録
』
に
は
、
そ
の
間

の
事
情
は

ま
つ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な

い
の
で

『高
麗
蔵
』

へ
の
入
蔵
が
い
つ
行

わ
れ
た
の
か
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
巻
本
の
入
蔵
を
明
記
す

る
現
行
の
大
蔵
目
録
が
高
宗
代
の
新
離
本
の
目
録

で
あ
る
こ
と
か
ら
推

測
す
る
な
ら
ば
、
義
天
の

『続
蔵
経
』
開
版
か
ら

こ
の
新
離
本

の
離
造

に
い
た
る
お
よ
そ
百
五
十
年
間
ほ
ど
の
期
間
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
経
路
を

へ
て
本
経
は
朝
鮮
半
島

へ
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
階

・
唐
代
の
経
録
に
欠
本
と
認
定
さ
れ
、
宋
代

以
降
中
国
本
土
で
出
版
さ
れ
た
い
ず
れ
の
大
蔵

経
に
も
入
蔵

さ
れ
な

か
つ
た
事
実
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』

は
経
録
編
纂
者
の
目
の
届
か
な
い
広

い
中
国
大
陸

の
あ
る
限
ら
れ
た
地

域
に
秘
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
、
昭
和
八
年
山
西
省
趙
域
県

の
広
勝
寺

で
発
見
さ

れ
た

『金
刻
大
蔵
経
』
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
本
蔵
経
に
つ
い
て
は

発
見
後
、
蒋
唯
心
氏
が
現
地
を
訪
ず
れ
て

『高
麗
蔵
』
と
の
綿
密
な
考

　
　
　

証
を
行
つ
て

「広
勝
寺
大
蔵
経
簡
目
」
を
残
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
こ

の
調
査
に
信
頼
を
お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
小
野
玄
妙
博
士
は
、
『
仏
書
解

説
大
辞
典
』
別
巻

の

『仏
典
総
論
』
中
に

「金
版

大
蔵
経
目
録

(私
案
)」

を
作
成
さ
れ
て
、

一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』
の
項
目
を
記
入
さ
れ
て
い
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る
の
で
あ

る
。
先
述
し
た
ご
と
く
、
こ
の

一
巻
本
は

『釈
摩
詞
術
論
通

玄
紗
』
と
同
時
に
わ
が
国

へ
将
来
さ
れ
た
事
実
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、

作
者
志
福

が
遼
僧
で
あ
り
、
金
は
こ
の
遼
を
征
服
し
て
建
国
し
た
と
い

う
歴
史
的
背
景
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

遼

・
金
と

い
う
北
方
異
民
族
が
支
配
し
た
地
域
は
黄
河
流
域
の
北
側

に
広
が
る
山
西
省
を
含
む
広
大
な
領
域
で
あ
り
、
こ
の
範
囲

に
は
文
殊

菩
薩

の
霊
場
五
台
山
も
あ
り
ま
た
玄
中
寺
も
立
地
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
長
安

・
洛
陽
と
い
つ
た
当
時

の
仏
教
学
の
中
心
地
か
ら

は
距
離
を
隔

て
て
い
て
も
、
仏
教
と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ
土
地
と
い
う
こ

と
が
で
き
る

の
で
あ

つ
て
、
こ
の
地
に

一
巻
本
が
行
わ
れ

て
い
た
と
し

て
も
何
ら
不

思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

い
ま
玄
中
寺

を
中
心
に
称
名
念
仏
思
想
の
普
及
に
努
め
た
道
綽
の

『安

楽
集
』

へ
の
引
用
に
あ
た
っ
て
道
綽
は
三
巻
本

の
行
品
か
ら
の
経
文
を

基
本
に
引
き
な
が
ら
、
称
名
念
仏
に
重
要
な
思
想
的
根
拠
を
与
え
る
語

句
と
し
て
、

一
巻
本
の
み
に
存
在
す
る

『當
念
我
名
』
を
連
想
さ
せ
る

「常
念
我
名
」
と

い
う

一
句
を
あ
え
て
追
加
挿
入
し
て
い
る
事
実
に
注

目
さ
せ
ら
れ

る
。
「當
」
と

「常
」
と
は
写
誤
と
も
推
測
さ
れ
、
道
綽

が

一
巻
本
を
依
用
し
た
可
能
性
大
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
と

さ
き
に
考
察
し
た

『金
刻
大
蔵
経
』
の
検
討
結
果
と
合
わ

せ
考
え
る
と

き
、
山
西
省

の
か
ぎ
ら
れ
た
地
域
に
は

一
巻
本

『般
舟
三

昧
経
』

の
存

在
が
予
想

で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
証
か
ら
、
本
経

を
長
文
に
わ
た

っ
て
引
用
す
る

『観
念
法
門
』
の
成
立
地
も
自
ず
か
ら

限
定
さ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

三
つ
ぎ
に

『観
念
法
門
』
に
関
し
て
の
第
二
の
問
題
点

の
考
察

に
移
る

こ
と
と
す
る
。
本
書
に
は
具
体
的
念
仏
三
昧
の
実
修
法
と
し
て

「入
道

場
念
仏
三
昧
法
」
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
迦
才

『浄
土
論
』
中

の
中
下
の
機
根
者
を
対
象
と
し
た
念
仏
実
修
の
法

と
酷
似
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

浄
土
論

三
者
須
三
專
念
二
阿

彌
陀
佛
名

號

%
須
下
別
荘

二嚴

一
道
場

一、
僥

香
散
花
幡
燈
具
足
坊
請

二
一
阿

彌
陀
佛

一安
二
道

場
内

一、
像
面

向
レ
東
人
面
向
レ
西
。

或
七

日

小
阿
彌
陀
鰹

中
明
二
七
日
「
或
十

日
鼓
音
聲
王
経
清
浮
卒

等
毘
経
明
二十
日
一

威

省

二
睡

眠

一除

二
去

散

齪

一。

唯

除

三
大

小

便

利

及

與

二
食

時

一、

一
レ
心

專

レ
念

悶

部

立

念

、

不
レ

須
二
禮

拝

旋

邊

一、

但

唯

念

レ佛

七

日
漏

。

出

二道

場

一後

、

行

住
坐

臥
閑

時

帥

念

、

常

念

二
佛

名

一。

観
念
法
門

欲

レ
入
二
三
昧

道

場

一時

、

一
依

二
佛

教

方

法

一、

先

須
下
料

二
理

道

場

一、

安

二

置

奪

像

一香

湯

掃

漉

上。

若

無

二
佛

堂

一有

二
浮

房

一亦

得

二
掃

漉

一。

如

レ

法

取

二
一
佛

像

一西

壁

安

置

。

行

者

等

從

二
月

一
日

一
至
二
八

日

一
(中

略

)

行

者

等

自

量

二
家

業

輕

重

一、

於

二
此

時

中

一
入
二
浄

行

道

一、

若

一
日

乃

至
二
七

日

一。

(中

略

)

於

二
道

場

中

一、

書

夜

東

レ
心

相

績

專

心

念

二
阿
彌

陀

佛

一、

心
與

レ
聲

相

績

唯

坐

唯

立

、

七

日
之

間

不
レ
得

二
睡

眠

一。

亦

不

レ

須

二依

レ時

禮

佛

諦

経

一、

数

珠

亦

不

レ須

レ捉

、

但

知

二
合

掌

一。
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『観
念
法
門
』
中
に
は

「量
家
業
軽
重
」
「酒
肉
五
辛
誓
発
手
不
捉
口

不
喫
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
対
象
者
が
在

家
の
信
者

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
つ
て
中
下
根

の
人
た
ち
と

い
う
こ
と

で
あ
り
、
両
書
は
対
象
者
も
同
じ
く
、
実
践
内
容
も
同
じ
で

あ
つ
て
、
文
章
表
現
が
少
し
く
異
な
る
だ
け
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た

『観
念
法
門
』
に
は
右
に
引
用
し
た
前
後
に

『浄

土
論
』
が
あ
げ
る
、
戯
悔

・
発
菩
提
心

・
観
察

・
廻
向
等

の
必
要
性
も

説
か
れ
て
、
両
書
に
は
多
く
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

『浄
土
論
』
に
は
、
い
ま
み
た
中
下
根
の
対
象
者
の
前

に
上
根
の
人

(出
家
者
)
に
つ
い
て
も
、
念
仏
と
五
念
門
の
実
修
を
内
容
と
し
た
実
践

法
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
『観
念
法
門
』
で
は
ど
の
よ
う
な
扱

い
方
を

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
冒
頭
に

「依
二観
経
一明
二
観
仏
三
昧
法

こ

と
標
示
し
て
、

以
下
に
具
体
的
に
座
法
を
説
き
、
引
き
続

い
て
阿
弥
陀
仏

の
相
好
を
順

観
・逆
観
十
六
遍
く
り
返
す
べ
き
と
し
て
細
部
に
わ
た
る
説
明
を
加
え
、

最
後
に

「住
レ心
向
二眉
間
白
毫

一極
須
二
捉
レ心
令

一レ正
。
更
不
レ得
二雑
乱
一

即
失
二定
心

二難
レ成
」
と
こ
の
法
が

『
観
経
』

の
十
三
観

に
よ
る
定
心

三
昧

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
結
ん
で
い
る
。引
き
続
き
文
を
改
め
て
、

持
戒

・
念
仏

・
諦
経

・
礼
讃

の
実
修
に
あ
た
つ
て
は
大
い
に
精
進
な
る

こ
と
を
勧

め
て
、
こ
れ
に
耐
え
う
る
な
ら
ば
上
品
上
生
間
違

い
な
し
と

断
言
し
て

い
る
。
す
で
に

「定
心
」
と
い
い
、
い
ま

「持
戒

・
上
品
上

生
」
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
観
仏
三
昧

の
実
修

の
対
象
者
は
出
家
者

で

あ
っ
て
、
上
根
人
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
こ
の
観
仏
三
昧
法
を
全
体
と
し
て
捉
え
れ
ば

『浄
土
論
』
中
に

迦
才
が
上
根
人
の
実
践
法
と
し
て
明
示
し
た
、
念
仏
と
五
念
門
を
修
す

べ
し
と
の
方
法
論
と
内
容
的
に

一
致
し
、
両
者

と
も
に
出
家
者

(上
根

人
)
を
対
象
と
し
た
実
修
法
で
あ
る
と
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
書

の
共
通
性
は
偶
然
に

一
致
し
た
も
の
で
は
な

く
、
お
そ
ら
く
両
者
に
共
通
す
る
根
本
資
料
の
存
在
が
予
想
さ
れ
う
る

の
で
あ
る
。

『
浄
土
論
』
の
序
文
に
は
、
著
者
迦
才
自
身
が
道
綽

の

『安
楽
集
』
を

人
び
と
に
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
「使
三
覧
レ
之
者
宛
如
二
掌
中
一耳
」
と

述

べ
て
、
か
れ
が
道
綽
浄
土
教

の
す
べ
て
を
本
書
で
解
説
す
る
決
意
を

表
明
し
て
い
る
。
こ
の
文
意
か
ら
本
書
中
に
示
さ
れ
た
念
仏
実
践
法
は
、

迦
才

の
創
意
工
夫
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
玄
中
寺
を
中
心
に
道
綽
が

行

っ
て
い
た
行
儀
作
法
を
整
理
し
て

『浄
土
論

』
中
に
祖
述
し
た
も
の

と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

一
巻
本

『
般
舟
三
昧
経
』

の
流
伝

地
域

の
考
証
か
ら
、
本
経
が
階

・
唐
代

に
存
在

し
た
の
は
、
後
に
遼

・

金
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
た
山
西
省
内
に
止
ま
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
本

経
を
も
つ
て
念
仏
三
昧
法
を
説
明
し
て
い
る

『
観
念
法
門
』
の
成
立
地

も
、
こ
の
地
域
内
に
限
定
す
る
の
が
も

つ
と
も
合
理
的
な
判
定
と
思
わ

れ
る
。
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善
導

『観
念
法
門
』
の
位
置
づ
け

(成

瀬
)

四

『続
高
僧
伝
』
巻
二
十
玄
中
寺
道
綽
伝
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
記
事

中

に

「綽
般
舟
方
等
歳
序
常
弘
」
と
あ
り
、
ま
た
巻
二
十
四
曇
選
伝
に

よ
る
と
、
道
綽
は
太
原
義
興
寺
に
お
い
て
寺
主
智
満
と
と
も
に

『方
等

経
』
に
よ

っ
て
、
方
等
戯
法
を
修
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
記
事
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
す
で
に
道
綽
自
身
が
玄
中
寺
を

中
心
と
し

て

『般
舟
三
昧
経
』
に
よ
る
念
仏
三
昧
の
実
修
と
、
『方
等

陀
羅
尼
経
』
に
よ
る
方
等
繊
法
を
実
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た

『安
楽
集
』
中
に
は
、
し
ば
し
ば

『観
仏
三
昧
経
』
が
引
用
さ
れ

て
、
観
仏
三
昧
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実

を
総
合
し

て
考
慮
す
る
な
ら
ぼ
、
『観
念
法
門
』
中
に
説
か
れ
る
観
仏
・

念
仏
両
三
昧
法
が
、
す
で
に
玄
中
寺
に
お
い
て
寺
主
道
綽
の
念
仏
布
教

に
採
用
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
も
矛
盾
が
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ

で
本
書
に
説
く

「入
道
場
念
仏
三
昧
法
」
と
天
台
智
〓

の

『摩
詞
止
観
』
に
み
え
る
常
行
三
昧
、
半
行
半
坐
三
昧
に
着
目
し
て
、
善

　ヨ
　

導
と
智
〓

と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
巻
本

『般
舟

三
昧
経
』
流
伝
地
域
の
制
約
か
ら
本
書

の
成
立
地
を
山
西
省
と
す
る
な

ら
ば
、
当
時
善
導
は
道
綽
の
弟
子
と
し
て
修
業
中
で
あ
り
、
本
書

の
ご

と
き
具
体
的
実
践
法
を
創
案
す
る
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
考
察
し
た
ご
と
く

『続
高
僧
伝
』
中

に
智
〓

と
道
綽
と
の
密

接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
本
書
と
迦
才

『
浄
土
論
』
中
の
念
仏
実

践
法

の
共
通
性
に
着
眼
す
る
な
ら
ば
、
本
書
の
原
形
は
玄
中
寺

の
道
綽

に
よ
っ
て
組
織
立
て
ら
れ
た
、
『唐
書
』
芸
文
志

に
い
う

『行
図
』

一

巻

で
あ
つ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
善
導
は
玄
中
寺
を
去
る
に
あ
た

り
、
道
綽
浄
土
教

の
実
践
法
を
長
安

へ
広
め
る
た
め
に
同
書
の
要
点
を

写
し
と
り
、
念
仏

の
功
徳
を
証
明
す
る
た
め
の
経
証
を
抜
粋
編
集
し
た

五
種
増
上
縁
義

一
巻
を
合
冊
し
て
、
そ
の
後
の
長
安
布
教
に
活
用
し
た

も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
書
は
詔
州
大
梵
寺
に
お
け
る

六
祖
慧
能

の
教
説
を
弟
子
法
海
が
集
記
し
た

『
六
祖
壇
経
』
を
彷
彿
さ

せ
る
も
の
が
あ
り
、
尾
題
に
付
せ
ら
れ
た

「経
」
の

一
字
も
本
書

の
権

威
づ
け
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
以
上

の
考
証
か

ら
本
書
は
唐
代
初
期
に
お
け
る
浄
土
教
徒

の
実
態
を
活
写
し
た
、
貴
重

な
書
物
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1

神
尾

弌
春

『契
丹
仏
教
文
化
史
考
』

一
二
九
頁

2

蒋
唯

心

「金
蔵

雕
印
始
末

考
」
現
代
仏
教

学
術
叢

刊

一
〇

・
二

一
五
頁
。

3

藤
原
幸
章

『善
導
浄
土
教

の
研
究
』

六

一
頁

『
同
書
』

一
三
七
頁
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

観
念
法
門
、
善
導
、
道

綽
、
般
舟
三
昧
経

(早
稲
田
大
学
講
師
)
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